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奄美徳之島山方言のアクセント

－名詞アクセントを中心に－

橋尾直和

はじめに

現在、琉球列島全体において方言音声の典型的な形は崩れ、様々な変種が混在する状況を

呈している。調査した奄美徳之島山方言は、徳之島方言の中でも古色を残すものとして知ら

れている。しかし、この山方言のアクセントも、先の状況下において次第に変容を遂げよう

としている。ここでは、その変容過程にある山方言のアクセントの実態を明らかにしたい。

１．目的と方法

本論文は、調査対象を壮年層（60歳代）のインフォーマントにしぼり、従来の研究成果と

比較しながら、現在のアクセントがどのように変容しているのかを明らかにし、今後のアク

セントの動向を探ることを目的とする。

調査は、1984年12月に徳之島町山に赴き、面接調査法によって行った。調査項目には、金

田一（1974）所載の「付表８」を活用した。インフォーマントは、現地在住の保岡啓良氏

（1921年生）である。

保岡啓良氏は、山に生まれ、南洋群島テニアン小学校を卒業後、東京帝京商業学校を４年

中退、1943年から山小学校で教員を勤められ、1983年４月に退職された後も山を離れて生活

したことのない、生え抜きの人である。

２．従来の研究

山方言のアクセントを直接扱ったものは見当らないが、徳之島の他方言について論及した

ものは、何点か挙げることができる。

ここで、まず徳之島方言を奄美群島諸方言の中に位置づけ、アクセントについて論及した

のを掲げてみる。

服部（1959)、服部・上村・徳川（1959）では、大島群島方言の名詞アクセントは「第四

種アクセント」まで４つに区分することができ、この中の「第一種アクセント」が徳之島全

島の諸方言のアクセントとしている。

具体的に言えば、大島群島諸方言の２音節名詞アクセントについて考察した結果、徳之島

方言のアクセントは、大分市方言のアクセントとほとんど同様のもので、琉球方言諸方言柤

形の２音節名詞のアクセントと見なしている。
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その表を示せば、次の通りである（●は○より高い記号・し・しは助詞を示す)。

以上のことから、徳之島方言のアクセントの母体系は、名義抄式アクセントとの対応関係

から、（１．２類）（３類）（４．５類）の三型アクセントであることがわかる。

次に、徳之島諸方言を類型的に三類に区分し、アクセントについて論及したものを掲げた

い。

崎村（1981）.（1982）。（1983）は、徳之島方言を、南部方言・北西部方言・東部方言

に区分し、それぞれ伊仙町目手久方言・天城町松原方言・徳之島町亀徳方言のアクセントの

実態について述べている。ここでは、目手久方言を除く二方言を、三型アクセントと見なし

ている（ただし、インフォーマントは目手久方言のみ青年層である)。

上記の区分に従えば、山方言は北西部方言に位置づけられる。これと同じ区分の天城町松

原方言のアクセントについて、崎村（1982）では、モーラで表した際の名義抄式アクセント

との対応関係を、次のように示している。

○●

○の

●○

ト
レ
ｐ

●
○
○

○
○
●

類
類

２
５

類
類
類

１
３
４

松原方言についても、（１類・２類）（３類）（４．５類）の三型アクセントであることが

わかる。

３．調査結果

山方言の名詞アクセント体系を示せば、次の表のとおりである。東京方言の２音節名詞に

当たる語が、母音を引いて長めに発音される（長音・半長音）のを２音節と解釈する（ここ

で言う音節とは、モーラー拍を表す)。これらの語のアクセントの反省的型を《○○、●●》

のように表す（●は○よりも高い記号)。し・しは、東京方言などの主格の助詞「が」に相

当する、琉球方言の主格の助詞、ｕである。《》は反省的型を表す。以下に語例を示す。
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表－１

１．２着

－１山方言の名詞アクセント体系表

2音節型

《●●、●●い

［rkk?wa･］（子)、［｢slx］（瀬)、［｢tJ?I．］（血)、［｢･huX］（帆)、［｢hax］(葉)、［rsui］

（日）、［rmux］（藻)、［ｒｊａ］（矢)、［｢duX］（尾)、［rsusu］（裾)、［rtax］（鷹)、

［rde:］（竹)、［rtui］（鳥)、［｢hai］（灰）．（蝿)、［rhui］（笛)、［｢､ＯＫ］（桃)、

［rmui］（丘)、［rjai］（槍)、［rko･］（川)、［｢sux］（下)、［rttJ?u］（人)、［rsa:］

（足)、［「?w/］（上)、［｢2ju▽］（魚)、［rkk?wan］（棺)、［rt2ai］（二人）

《●●、○●し》

［｢kui］（頸）

《○●、●●し》

［jirX］（柄)、［ka｢dza］（香)、［wu｢x］（緒)、［nar:］（名)、［hurdi］（筆)、

［?urta］（歌)、［?urtu］（音)、［nl｢Ji］（北)、［ta｢bi］（旅）

《○●、○●し》

［2arku］（灰汁)、［2a｢、］（飴)、［?armi］（蟻)、［2irkja］（烏賊)、［2urJi］（牛)、

［ju｢｡a］（枝)、Ｐｉ｢bi］（海老「、［k§rsa］（瘡)、［ka｢｡i］（風)、［9arn］（蟹)、

［ka｢､l］（金）、（鐘)、［ku｢bI］（壁)、［tJI｢ra］（顔)、［ka｢ma］（釜)、［ki｢d51］（疵)、

［ki｢ri］（霧)、［k2ur9i］（釘)、［ku｢ri］（此)、［kVrtJi］（口)、［kV｢Ji］（腰)、

［s9rki］（先)、［s9rkI］（酒)、［sa｢ba］（鮫)、［sarra］（Ⅲ)、［Jirna］（品)、［Jlrki］

（鋤)、［su｢｡i］（袖)、［ta｢ki］（滝)、［9arra］（竹)、［t§｢tJi］（竜)、［ta｢､a］（棚)、

［tJIrtJ,］（筒)、［tJ,rmf］（爪)、［turra］（虎)、［2irri］（西)、［nurno］（布)、

［nurki］（軒)、［h9rku］（箱)、［h§rtJi］（蜂)、［Jir9i］（篝)、［JIrd5a］（膝)、［①

Ｉｒｍａ](暇)、［sarba](鰭)、［hurta］（蓋)、［hurda］（札)、［h1rJi］（膳)、［mirtJI］

（道)、［mI｢｡z,］（水）、［murJi］（虫)、［murmi］（籾)、［jurmI］（嫁)、［tarru］（誰)、

［durJi］（友)、［ka｢ja］（蚊帳)、［jurka］（床)、［jurri］（百合)、［jurku］（横)、

［2irJi］（石)、［k9rki］（垣)、［karbi］（紙)、［tJIrru］（弦)、［h1rJi］（橋)、［h§｢ta］

（旗)、［JIrd91］（肘)、［J1｢ru］（昼)、［hu｢ju］（冬)、［､u｢､l］（胸)、［ｍｕ｢ra］（村)、

［ju｢ki］（雪)、［turd51］（妻)、［､a｢tJI］（夏)、［kLrku］（菊)、［JIrmo］（霜)、
つか ふち

［tJjrka］（柄)、［hV｢tJi］（縁)、［J1｢ki］（肩)、［Jirn］（隅)、［karnl］（銭)、［2a｢bu］

（虻)、［hi｢ru］（蛭)、［ta｢te］（畳)、［tJlrke］（使)、［marki］（額)、［wu｢tu］（夫)、

［Jirme］（終り）、［k§｢ki］（垣)、［jurwa］（四日)、［tJi｢d9I］（峠)、［karda］（匂い)、

Ｐｕ｢tu］（便り）

《○●、○○Ｐ》

［sarbi］（銃）
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7／《●●、●●し》

［rda･］（何処)、［｢ki[･］（木）、［｢ku厨］（粉)、［rta･］（田)、［rtl･］（手)、［rnax］

（菜)、［｢､,:］（荷)、［「のi[x］（辰)、［｢･hux］（穂)、［rmIX］（目）．（芽)、［｢waX］

（輪)、［｢kai］（粥)、［rk2ul］（杭)、［｢kuU（殻）、［｢?ax］（垢)、［｢mai］（尻）・

（後)、［｢teX］（丈)、［rnun］（蚤)、［｢ko，］（皮)、［rtai］（鯛)、［｢?ui］（瓜)、［ｒｋｊｕ

］（今日)、［rJi:］（鞘)、［｢､u:］（何)、［｢hai］（針)、［rtJ2i･］（乳)、［r2ai］（鮎）・

（藍)、［｢kui］（鯉)、［｢k2ui］（声)、［｢ts2ui］（－人）

《●●、○●し》

［rjaX］（家）

《○●、●●し》
つら

［tJirra］（面)、［｡u｢x］（我）．（己)、［kirn］（着物）

《○●、○●、》

［t9｢Ji］（砥)、［ｍｉ｢no］（箕)、［ju｢:］（湯)、［Ji｢ma］（国)、［Jirba］（芝)、［Ji｢wa］

（鞍)、［2i｢ru］（紐)、［hVrJI］（星)、［martu］（的)、［ja｢ma］（森)、［?a｢｡a］（病)、
わざ

［k9rJi］（串)、［ku｢ra］（鞍)、［tJ1｢ma］（棲)、［J1｢d51］（業)、［kardu］（門)、

［sVrtu］（外)、PartJa］（明日)、［2a｢､i］（網)、［?irki］（池)、［jarx］（家)、

［?i｢ru］（色)、［2urd3i］（蛆)、［2u｢｡l］（腕)、［?urnl］（畝)、［2u｢ra］（裏)、

［2u｢ni］（鬼)、［wu｢ja］（親)、［ka｢mi］（神)、［kirmu］（肝)、［k9｢sa］（草)、

［ku｢d51］（靴)、［ku｢mi］（組)、［ku｢ra］（倉)、［k9rtu］（事)、［kurmI］（米)、

［sa｢o］（竿)、［Jirba］（舌)、［2u｢su］（潮)、［Ji｢ma］（島）．（田舎）．（相撲)、
しめ

［Jirml］（標)、［Jirmi］（炭)、［su｢mi］（墨)、［s§｢ku］（谷)、［tJlrki］（月）、

［nrtJa］（土)、［tJirna］（綱)、［tJi｢no］（角)、［du｢ku］（毒)、［tlJ｢Ji］（年)、

［､a｢､i］（波)、［nurka］（糠)、［nuri］（海苔)、［h§｢ka］（墓)、［h9rke］（刷毛)、

［hard51］（恥)、［bartJI］（擬)、［ha｢na］（花)、［ｗａ｢ta］（腹)、［harri］（晴れ)、［o

hu｢Ji］（節)、［marta］（股)、［ja｢､a］（山)、［ju｢mi］（弓)、［2irmI］（夢)、［ｗａ｢ku］

（枠)、［warta］（錦)、［?a｢sa］（麻)、［mlrx］（孔)、［､?』a｢爾］（貝)、［kV｢su］（糞)、

［ku｢､o］（雲)、［ta｢ma］（玉)、［、a｢i］（後)、［marmI］（豆)、［?urmi］（膿)、

［2irta］（板)、Pirtu］（糸)、［2irnl］（稲)、［jorX］（擢)、［k§｢sa］（笠)、［k§rJI］

（糟)、［kardll］（角)、［kirnu］（絹)、［ka｢､a］（鎌)、［2i｢ru］（錐)、［gurmi］（屑)、Ｔ

そIx

［J,rru］（汁)、［su｢ba］（側)、［ta｢､,］（種)、［narX］（中)、［､a｢i］（苗)、［nurmi］

（鑿)、［harda］（肌)、［mirsu］（味噌)、［mirno］（蓑)、［ｍｕ｢9i］（麦)、［warna］

（罠)、［warra］（藁)、［hV｢ka］（他)、［2a｢sI］（汗)、［2ａｒｍ］（雨)、［wur9i］（黍)、

［mardu］（窓)、［ｍｅｒ･］（前)、［marju］（繭)、［2Ｍ｢:］（上)、［2aru］（青)、［、[｢.］￣「

（兄)、［Ji｢ru］（白)、［s§｢ke］（鮭)、［tartl］（縦)、［klJ｢tJI］（東)、［s§｢ku］（谷間)、
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［tJi｢d5u］（唾液)、［2ursu］（潮)、［s9｢ke］（境)、［kirnu］（昨日)、［nlr9e］（願い)、

［2u｢i］（胡瓜)、［､a｢｡a］（涙)、［dar9u］（団子)、［ha｢｡a］（裸)、［kVrsu］（辛子)、

［tarre］（盤)、［ha｢te］（畠)、［ja｢mi］（病）

《●●、●○し》

［rm2a,］（馬)、［r2un］（海）

《●○、●○し》
あるじ

［no可Ji］（熨斗)、［?a可k?i］（秋)、［tJi丁ju］（露)、［､u可Ji］（主）

《○●、●○し》

［kurru］（黒）

3音節型

《●●●、●●●し》

［rsax9i］（鷺)、［｢kixba］（牙)、［rhanta］（岸)、［｢tJi99jo］（井戸)、［rk9tatJI］（形)、

［｢JoXd51］（障子)、［｢jo:ka］（八日)、［｢t2a:tJI］（二つ)、［｢ju:tJI］（四つ)、［rmmtJI］

（六つ)、［rjaXtJI］（八つ）

《○●●、○●●し》
二も はた

［kVrmui］（薦)、［､u｢rin］（縁)、［?urdui］（舞)、［nir9iri］（右)、［no｢xdSI］（虹)、

［mar9ai］（脛)、［mard5un］（蛇)、［､l｢dan］（値)、［2irwaJi］（鰯)、［?urruJi］

（漆)、［kard9ai］（飾)、［k9rtsuo］（鰹)、［kIrbuJi］（煙)、［kV｢tuJi］（今年)、

［s§｢kura］（桜)、［JirruJi］（印)、［tu｢nai］（隣)、［turmai］（泊り)、［nlr9utu］（寝
やぐら

言)、［､u｢dzumi］（望み)、［harnad51］（鼻血)、［hlrtJid51］（羊)、［jar9ura］（櫓）、

［wartai］（渡り）、［､u｢bui］（昇り)、［h§｢tJika］（二十日)、［hVrtJika］（二日)、

［mi｢kja:］（三日)、［murika］（六日)、［､i｢jako］（都)、［wu｢dui］（踊り）、
かたき

［2ard5iki］（d、豆)、［k9rtaki］（敵)、［Ji｢gata］（姿)、［ｍａ｢kVtu］（誠）

《○●●、○●●、》

［､l｢gui］（根)、［h§｢to､］（機)、［9a｢tJin］（鰺)、［?irtJin］（何時)、［?ar0i］（葵)、

［?irkjai］（錨)、［?u｢gai］（嗽い)、［kurtui］（小鳥)、［kl｢nuki］（毛抜き)、

［ka｢gan］（鏡)、［tJ1rtJin］（包)、［J↓｢kjai］（光り）、［ta｢Jjki］（襟)、［Jirdzai］

（左)、［Jirran］（風)、［surmomo］（李)、［k9｢Sui］（薬）

《○○●、○●●し》

［2awarse］（袷)、［2urarmi］（恨)、［2umurti］（表)、［h9tJi｢ma］（衾）

《○○●、○○●、》

［tox｢9e］（鍬)、［jam｢me］（庭)、［guJjrko］（城)、［sa:｢ki］（櫛)、［?anrd5a］（下

駄)、［mIma｢ju］（眉)、［kumrma］（車)、［jo:｢､e］（今宵)、［judu｢mi］（誕)、

［joro｢i］（鎧)、［ｍｒｒｅ］（嫁)、［wunar9u］（女)、［kuju｢mi］（暦)、［takarra］（宝)、

Ｉ

－６６－

Hosei University Repository



ためし むしろ

［tamI｢Ji］（験)、［h9karma］（袴)、［muJ｢Ju］（篇）、［jiO｢9a］（男)、［?iturma］
いとま かんな

（暇）、［?umu｢i］（思い)、［?itJlrka］（五日)、［kan｢､a］（鉋）、［sadarml］（定め)、

［sudzu｢ri］（硯)、［taJ9｢kI］（助け)、［tam｢bi］（頼み)、［tJlturmi］（勤め)、

［na9a｢ri］（流れ)、［na9rka］（七日)、［wakarri］（別れ)、PitJl｢tJI］（五つ)、

［2inu｢tJI］（命)、［kVku｢ru］（心)、［nasa｢kI］（情)、［nasurbi］（茄子)、［C1tore］
すだれ

（単衣)、［makrk?wa］（枕)、［2am｢ba］（#由)、［Jida｢ri］（廉）、［kai｢ko］（蚕）

《●●○、●●○し》

［jix可｡51］（絵)、［2an可k2a］（姉)、［k?a:可ki］（柿)、［Jix19I］（杉)、［tl:1ｍ］（籠)、

［9u:１ma］（胡麻)、［kaz7m］（瓶)、［sux7JI］（鮨)、［haX可ma］（浜)、［maX可ru］（鞠)、

［?ax1tu］（跡)、［2ix可ki］（息)、［2uXTI］（日）、［mik丁k?wa］（姪)、［kaX可｡51］（数)、

［JIx7d51］（筋)、［tJix丁mi］（罪)、［㎡jax7JI］（箸)、［⑫hux-1nl］（舟)、［tJit丁tJi］（槌)、

［ka:791］（蔭)、［Sax可ru］（猿)、［tax可bi］（足袋)、［?a:丁ka］（赤)、［ho:可ki］（箒)、
すすき

［haX可ra］（柱)、［bi:丁kja］（蛙)、［d5i:丁ki］（芒）、［、l:１．a］（駈蛎|)、［hux可tJi］（蓬)、

［2ut可tu］（大人)、［①I:可ha］（広さ)、［gun7dZa］（鯨)、［ku:丁ma］（卵)、［t?intJI］

（－つ）

《●●○、○●○し》

［hantJi］（鉢）

《○●○，○●○し》

［marX1su］（塩）．（枡)、［mamku］（幕)、［wamki］（腋)、［ja｢:可｡u］（宿)、

［nambI］（鍋)、［J1｢ka可､a］（朝)、［ｍｕｒｋａＴｌ］（昔)、［karwa1ra］（河原)、
やかり

［ka｢ta1na］（刀)、［k9｢tu可ba］（言葉)、［ｍｕｒＵ可kja］（族)、［?uFd3i可ra］（鶉)、

［Ji｢ra19I］（白髪)、［JirbaTi］（火箸)、［2arwa1ri］（哀れ)、［?ursa可9ja］（兎)、

Purna19i］（鰻)、［､l｢d31丁､i］（鼠)、［tsu｢ba1me］（燕)、［､a｢ga1ha］（長さ)、

[2irtJ7ubi](毎)､[tJi｢dzu可ja](千鳥)､Ｍ｢ba1ki](椿)､[narma可ri](鉛)

《●○○、●○○脚

［?a丁､｡a］（端)、［?u6ｺXbu］（指)、［k?wn9I］（桑)、［、?a可x9a］（孫)、［?a可:dZa］

（父)、

［k?juTbi］（帯）

４音節型

《●●●●､●●●●い

［｢kid3ibai］（酢)、［r2a:jone］（宵）

《○●●●、○●●●し》
ひび

［Ji｢biwari］（鞍)、［?irtJimma］（常)、［ｍｏ｢iJltsu］（骸)、［k9｢Jibira］（背中）

《●●●●、●●●●し》

Ⅲ
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ひばり

［｢?oXbuku］（i包)、［｢tJIntJIn］（雲雀）

《○●●●、○●●●し》

［2i｢tJiOka］（何れ)、にa｢uxsa］（緑）

《○○●●、○○●●し》

［kurarJin］（闇)、［tidartll（日照り）

《○●●○、○●●○し》

［2u｢jakWwa］（親子）

《○○●○、○○●○し》

［maOr9u1ha］（蜘蛛)、［janrdu丁ra］（雀）

《●●○○、●●○○し》
みぎわ

［2u０丁giba］（汀）

《○●○○、○●○○Ｐ》

［harda1JinI］（跣足）

Ⅳ、５音節型

《●●●●●、●●●●●し》

［rjuxJimun］（唖）

《○●●●●、○●●●●し》
いわお

［sarban2ju･］（鯖)、［2i｢Jiburu］（巖）

《○○●●○、○○●●○、》

［2asa｢tiX可｡a］（朝日）

《○○○●○，○○○●○、》

［wuna9urda可tJi］（寡婦)、［jiU9arnu可kk2wa］（息子）

Ｖ、６音節型

《○○●●○○、○○●●○○し》
たぐい

［?usrsu9可mun］（類）

以上に述べた山方言の名詞アクセントと、本土の代表方信

とおりである。

九州方言と比較してみると、鹿児島方言とは、３．４・Ｉ

は、１．２類において一致していることがわかる。

本土の代表方言のアクセントとの対応は、次の

４．５類において一致し、大分方言と
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表－２山方言の名詞アクセント対応表

大分方＝ 鹿児島方言 東京方＝ 泉都方言

ｋａ｢zｅ ｒｋａｚｅ

ｈａＦｎａ

rkopa

haZUa

ｋｉ~'9ａ ｋｉｒ９ａ ｋｉＪＯａ

[注＊］山方言の３．４．５類は、１．２類と同様に尾高であるが、第２音節の次に「さ

がりめ」がある／○○丁／ことによって、「さがりめ」のない１．２類と区別される。

大分方言の３類は、１．２類と同様に尾高であるが、山方言の３．４．５類に同

じく、第２音節の次に「さがりめ」があることによって区別される。

東京方言の（２．３類）対（１類）の関係もこれに同じ。

京都方言の５類は、４類と同様に尾高であるが、５類は第２音節内部に「さがり

め」がある／○○丁／ことによって、「さがりめ」のない４類と区別される。

４．分析と考察

得られた調値より、語数の多いものをその型の代表として整理し、名義抄式アクセントと

の対応関係を示せば、次のとおりである。

１．２類：○●

３．４．５類：○●

○●し

○●し

したがって、山方言における壮年層のアクセントは、（１．２類）（３．４．５類）の二型

アクセントであると言える。

これと崎村（1982）.（1983）とを比較してみると、以下のことがわかった。

（１）山方言と同じ北西部方言の天城町松原方言（インフォーマントは老年層）と比べると、

三型と二型の違いがあり、また調値も１．２類を除いて異なる。３類が○①～○○レで

あるが、この調値は山方言にはない。

（２）インフォーマントが、同じ壮年層である徳之島町亀徳方言と比べると、三型と二型の

違いが見られる。３類を○の～○●Ｐと見なしているが、第２音節内部に「さがりめ」

がある点で異なる。

金田一（1960）では、琉球方言の２音節名詞のアクセントの変容過程を、以下のように推
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類 語例 山方言 大分方言 鹿児島方言 東京方言 京都方言

１

２

３

４

５

風

紙

花

稲

雨

ka｢di

karbi

harna

?i「、１

＊

＊

?ａｒｍｌ
＊

ｋａ｢ze

ka｢ｍｉ

hａ「、ａ
＊

ｅｎ

ｅｍ
７
７

。
’
ａ

kａ可zｅ

ka丁、

hａ「、ａ

iｒｎｅ

aｒｍｅ

kａ「zｅ

kａ

hａ

「

「

ｍｌ

、ａ
＊

ｅｎ

ｅｍ
可
「

。
’
ａ

｢ｋａｚｅ

kａ

ｈａ

可

可

、1

、ａ

i｢nｅ

ａｒｍｅ
＊

１

２

子が

葉が

ｒｋk2wa，ｎｕ

rhaxnu

kｏ

ｈａ

「

「

gａ

９ａ

kｏ

ｈａ

丁

丁

ｇａ

９ａ

kｏ

ｈａ

「

「

Dａ

Ｄａ

rkoxOa

hax丁Uａ

３ 木が
●

kfnnu kｉ丁9ａ kｉ「9ａ kｉ可､ａ kix「9ａ
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則している。

第１．２類第１次○●～○●し型→○●～○○レ型→○○－○○Ｐ型

純次○○罎○○し型'三鱗
第３類○●～○●し型→○●～○○レ型

第４．５類●○～●○し型→○●～○●し型→○●～○○し型

この図と天城町松原方言、徳之島町亀徳方言、それに山方言とを比較・検討した結果、以

下のことがわかった。

（１）天城町松原方言は、１．２類、４．５類が琉球方言アクセントの母体系の原型を保っ

ている。３類の○①～○○レは、○●～○●し型から変化した○●～○○レ型の異種と

見なすことができる。

（２）徳之島町亀徳方言は、３類の○の～○●しを○●～○●、型の異種と見なせば、１。

２類、３類、４．５類がすべて琉球方言アクセントの母体系の原型を保ち、古色を残し

ていると言える。

（３）山方言の場合、１．２類、３類は琉球方言アクセントの母体系の原型を保ち、４．５

類のみ○●～●○し型から○●～○●し型へと変化している。つまり、次の図のように

母体系の４．５類は、山を次へ動かして母体系の３類と統合したと考えられる。

雰噸89二８９：ころ=ころニレ|同
この、１．２類が母体系の原型を保ち、４．５類が３類と統合する変化の仕方は、八重山

群島においては鳩間方言に類似している。

さらに、崎村（1982）所載の「琉球諸方言アクセントの系譜・奄美群島篇」を参照すれば、

山方言の壮年層のアクセントは、山式から奄美南部方言の屋鈍式に推移した型に一致するこ

とがわかった。

したがって、山方言の壮年層のアクセント体系は、古色を保ちながら４．５類が３類に統

合した、三型アクセントが二型アクセントへと変化したものであると言える。

おわりに

音韻体系においても、中舌母音の変容によってかなりの変化が見られる徳之島方言である

が、アクセント体系においても三型アクセントの二型化というあおりを受けていることがわ

かった。
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将来、この傾向は全島的に見られることが予想される。しかし、この傾向が琉球方言独自

の変化に基づくものか、あるいは九州方言の影響等によるものかを明らかにする必要がある。

今後の課題として、次の３点を掲げておきたい。

（１）徳之島方言アクセントの総合的調査と比較研究

（２）奄美方言アクセントとの比較研究

（３）琉球方言アクセントの母体系についての検討・再構築

尚、本稿を成すに当り、東京都立大学教授の中本正智先生に種々の御教示を賜わった。こ

こに記して感謝申し上げたい。
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